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京都里山SDGsラボ運営協議会

内閣府 地方創生テレワーク交付金活用事業

京都里山SDGsラボの開設について
地域の人が集い、 日本・世界の人が注目する場所（SDGsバレー）に!

元京北第一小学校を最大限に活用した地域拠点を整備します。
３つのコンセプトを基に、地域の皆様とともに考え、歩むことで、地域課題を解決し、
全国の中山間地域のモデルとなる持続可能な地域の創造を目指します。

＜京都里山SDGsラボのコンセプト＞
1. 地域:京北・北部山間地域を持続させる活動拠点、テレワーク・ワーケーションの拠点に

京北をはじめとする北部山間地域の活性化・持続可能な地域づくりに向けて、主役である地域住民・
学校・事業者とラボに来場する企業・個人の利用者が、気軽に、楽しく、関わり「がい」を持てる場をつくります。
また、里山ならではの自然・ゆとり空間，最新機器が作り出す快適・充実のビジネス拠点として、多様な

働き方や共創により、関係人口の創出やＵ・Ｉターン移住の促進など、持続可能で心豊かな生活が実現
できるポストコロナ社会の『里山ライフ』を構築します。

2. 共創:新たな価値の創出と、持続可能性・SDGs教育・研究拠点に
2050年カーボンニュートラルに向け、新たな価値を創出し、木の文化を発信するファブラボや、サーキュラー

エコノミーのモデルとしてアートの視点で創作・デザインする『アップサイクルラボ』など、食や健康、ＤＸを
キーワードに様々な共創が生まれるクリエイティブゾーンを設置します。
また、京都の内外から、SDGs・持続可能性や地域循環共生圏の構築に向けた多様な教育・研究

プロジェクトを学び、産学公連携のコンソーシアムによるオープンイノベーションの事業創出に関わる場所
として、共創・変革の源泉に繋げていきます。

3. 発信:日本や世界のSDGs実現モデルに
SDGs・持続可能性に挑戦する全国の中山間地域のモデルとして、2030年を視野に、2025年

大阪・関西万博やSDGｓ未来都市ネットワークなど、日本や世界が注目する場において、プロセスや
ツールを公開し、知見の共有を行うと同時に、多くのステークホルダーとの連携も図っていきます。
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Supported by 京都超SDGsコンソーシアム

https://eco.kyoto-u.ac.jp/sdgs/kyoto-times/



京都里山SDGsラボを拠点に、人や情報は、ここに集まり、ここから地域に広がっていく

建物南側:テレワークゾーン（8月中旬以降オープン予定）
フリーゾーン 貸オフィス（企業誘致） セミナー・会議室

建物北側:クリエイティブゾーン（秋以降順次オープン）
ファブラボ アップサイクルラボ アップサイクルバンク

クッキングラボ 健康ラボ DX(YouTube)スタジオ

※京北小中学校・北桑田高校・地域の方々と運営等について検討（協働プロジェクト）

◆SDGs実現（特にエネルギー・資源循環・自然共生・ユニバーサルデザイン）の先端
システムモデルを目指す

◆多様な働き方と共創を実現するための空間（屋内外フリーゾーンや交流を生み出す
コミュニティ・オフィス、企業誘致を目的とした貸オフィス、オンライン会議に適した貸ブース
など）を提供する

◆理想とする入居者像
・北部山間・京北地域との連携を前提に、「SDGs・持続可能社会」実現への貢献を
志す企業・個人

・貸オフィスへの入居を切望する企業の分野:環境・循環、教育、健康・福祉、IoT、
文化・芸術・アニメ、スポーツ・アウトドア、森林資源・ものづくり、観光・趣味 等

◆フリーゾーン利用が想定される企業・個人・学生
地域住民、入居者、京都超SDGsコンソメンバー（京都大学等）との共創を求める
方など

3.施設活用(コンセプト)

コミュニティ・オフィス
受付・ワンストップinfo

施設や企画の名称は全て仮です。企画内容も、今後随時検討しながら進めます。


